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Consideration on the voluntary and involuntary Control of the nervous system. 
CnuJI KIMURA: 
2nd Surgical Division, Kyoto University, Mdical School. 
194 日・外・宝第39巻第4号（昭和45年10月）
臓の持動がドキンドキンヒ聞こえるとすれば， それは病気か， または心臓に無理な負担がかかって
いることを示すものである．そしてそのようなとき内臓の情報は意識にまで到達し，人聞は他の行
動を一時中止しても心臓を守るために休養をとらざるをえないことになるのであって此のとき自律
神経の調節機能は大脳の機能と一体となって働く．つまり健康なときには大脳は内臓調節を自律神
経に委かせて自分は精神活動に専念するのである．
以上から自律神経が差し支えない限り大脳の活動から切り離されて仕事をする意味が理解された
であろ う．それは内部環境を維持するという自律神経の機能が原始的だからではなくて，分業の体
制をとらなければどちらもやって行けないからなのである．
しかも此のようなことは自律神経に限ったことではな く， ほかにもみられることで，例えは随意
運動は表面上は意志による錐体路系の機能とされているが， その際骨格筋の緊張度を適当に保ち，
刻々変化してゆく運動部位の状況を中枢に伝え，次の瞬間の動きへの準備をととのえてゆくのは筋
肉や関節から上行する求心性イムパルスとそれに反応する錐体外路系の機能であってこれも feed-
backの連鎖による意識下の反射なのであ る．そしてこのような地下作業の上に立つてはじめて随
意運動が遂行されるのである．
通常，大脳は外界 externalmilieuの新しい朕況をとらえ，それに封Fきする余力を有しておらな
ければならず，そのために反復刺戟に対する反応は反射という神経系のいわば Computor？の記憶
にきりかえられ意識下で迅速に処理されることになるのである．大脳は認識するところであり考え
るどころであるから此処を通る反射の速度は非常に遅く緊急の間に合わないというおそれもある
であろう．そのようなことは Computorに委せる方がよいのである．
スポ ツーの選手が練習に練習を重ねるのは身体で覚えるためだというが， これは大脳で先づ学び
とったことを反射という Computorに記憶させるための努力に他ならない．だから－_g構成され
た反射弓に大脳の介入があると却って邪魔になることが多く， スランプに陥ったときにアレコレヒ
考えれば考えるほど却ってその程度は重くなるのである．大脳が反射を Slowにし，行動をギコチ
なくするからである．
熟練した行動とは意志の指向する目的に向って意識下の処理機能が有効に動員されることであろ
っ．
自律神経の意識下調節もその一例に過ぎない．
